
（第２号様式）

説
明

説
明

説
明

説
明

説
明

計（Ａ＋Ｂ） 千円 2,147 756,752 10,496

人件費（Ｂ） 千円 2,147 2,852

この事業にかかる職員数

2,852

0.42

その他 千円 0

人/年 0.31 0.42

7,644

一般財源 千円 0 0

状
況
変
化

実施計画当初（平成21年～）からの状況変化

事
業
費
の
実
績

起　債 千円 0 40,100

0

0 0 0

0

0

7,644

国庫支出金 千円 0 713,800 0

道支出金 千円

23 年度
備　考

（決　算） （評価年度決算見込） （予　算）

年度

直接事業費（Ａ） 千円 0 753,900

単位
21 年度 22

-

実績

目標 -

目標 - -

実績

- -

-

実績

目標 - -

実績

22 年度 25  年度

目標 - - -

100

21

100.0

活
動
指
標

名　称 単　位 21 年度

単　位 22 年度 25  年度

光ブロードバンドエリア世帯カバー率 ％ 目標 82.0 100.0

現
状
と
課
題

総務省は2010年度までに全国を100％ブロードバンド化することを目標に掲げて、高速インターネットの全国的な普及に関するス
ケジュールを明らかにした。
稚内市においては、市街地では通信事業者による整備がなされたが、その他の地域では採算性や交換局の設置状況等の理由
により、通信事業者による整備が進んでいない。市街地と他の地域との情報格差が広がる恐れがあり、新たな問題の発生が懸
念される。

目
的

市内全域でブロードバンドサービスを実現する。

年度

サービス提供エリア（街区～丁目まで）／ 稚内市総世帯数（各年3月31日） 実績 81.0

成
果
指
標

名　称

５
ヶ
年
の

施
策
展
開

平成21年度の国の補正予算を活用し、総務省所管のＩＣＴ交付金事業で光ファイバ網を整備し、施設を民間通信事業者に貸出
することで平成22年度中に光ブロードバンドサービスの環境を実現する。

調和のとれた持続可能なまちづくり

施　策 3 生活を支える社会基盤整備を進めます

関連施策

総
合
計
画
体
系

分　野

政　策 3

評価担当部署 総務部IT推進課 課長（主幹）名 柳浦　正行

4 都市基盤

整理№ 145 事 業 評 価 シ ー ト

22 年度実施計画事業名 高速情報通信網整備促進事業 評価対象年度 平成



【１次評価】

年 月 日20

ａ 細事業の構成

【内部評価委員会】

意
　
見

高速情報通信網整備促進事業 最終更新日 平成 23 4

市内全域で超高速インターネットサービスの提供が可能となった。今後は取得した物品（光ファイバーケーブル等）
の貸付と適正な管理を行っていく。

【２次評価】

コスト効率 ａ

総
合
評
価

Ａ 概ね問題なし
＜２次評価者の視点からコメントを記入する＞

１次評価のとおり取り進めること。

成　　果

細
事
業
の
構
成
・
進
め
方

細事業の改廃や新規細事業の必要性はないか

ａ

ａ 細事業の進め方 ａ

総
合
評
価

Ａ 概ね問題なし
＜Ａ～Ｃ判定を受けての今後の方針、問題点に対する改善策などを記入する＞

各細事業の進め方について、市民との協働、他団体等との役割分担の見直し、環境への配慮など、改善の必要性はないか

ａ 　ａ　問題なし　　ｂ　検討の余地がある　　ｃ　早急な改善が必要
＜ｂ またはｃ の場合は、具体的な細事業名などを挙げ、問題点を記入する＞

コ
ス
ト
効
率

無駄なコストが発生していないか、投入した予算や人員に見合った効果が得られているか

ａ 　ａ　問題なし　　ｂ　改善の余地がある
＜ｂ の場合は、具体的な細事業名などを挙げ、問題点を記入する＞

成
 
 

果

成果指標の単年度の目標値は達成できたか（単年度の目標値がない場合は、長期的な目標値を達成できそうか予測）

ａ 　 ａ　目標達成　　　ｂ　ほぼ目標どおり　　ｃ　目標達成できず（目標値と大きな差がある）
＜ｃ の場合は、なぜかを分析して記入する＞

　ａ　問題なし　　ｂ　検討の余地がある　　ｃ　早急な改善が必要
＜ｂ またはｃ の場合は、具体的な細事業名などを挙げ、問題点を記入する＞


